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中国軍事動向月報：2025 年 4 月 

 

２０２５．５．９ 

国家基本問題研究所 研究員 中川真紀 

 

１ 全 般 

  4 月 1～2 日、東部戦区が台湾周辺における統合演習を実施した。昨年の統合演習と比較し、着実に

海上封鎖訓練の範囲・練度を上昇させており、台湾に対する威嚇を強めている。 

  日本周辺では、台湾周辺での統合演習及び戦備警戒パトロールに参加した海空軍アセットや日米共

同訓練等の情報収集に関連した情報収集・監視アセットの活動が多く確認された。 

  南シナ海においては、空母山東がフィリピン（以下、比）バブヤン島沖約 2 ｶｲﾘの海域を通過、中国

海警が比が実効支配するパグアサ島近くのサンディ礁に上陸した。米比主催多国間共同訓練バリカタ

ン 2025 に反発し、比への威嚇の烈度を上昇させたと言える。 

軍事交流においては、ASEAN10 か国中 4 ヶ国のベトナム（以下、越）・マレーシア・カンボジア・

インドネシアと外務・国防・治安 3+3 または外務・国防 2+2 の実施または実施に合意し、安全保障面

での協力強化を図った。中国は 4 月８～９日、周辺地域に関する活動方針を話し合う中央周辺工作会

議を開催、「周辺運命共同体」の構築を強調しており、トランプ米政権の米国第一主義の政策に対し、

まずは周辺国である ASEAN 各国との関係を強化し、自国陣営への取り込みを図り、かつ米軍との関係

を深める比を ASEAN の中で孤立させる狙いがあると思われる。 

また、ASEAN の中でもカンボジアにおいては、中国の支援で行われたリアム海軍基地の拡張工事完

成式典が 5 日に行われ、同日、同基地内に中カンボジアリアム港共同保障訓練センターが発足した。

工事完了後初めての外国艦艇として海上自衛隊艦艇が、事後、越海軍艦艇が寄港した。しかし、衛星画

像等から確認すると日本及び越の艦艇は中国艦艇が接岸している桟橋とは別の埠頭に接岸しているこ

とが確認できる。同共同保障訓練センターには中国軍が常駐し、中国軍専用の地域が確保されていると

見られ、中国の 2 番目の海外基地と言える。中国が同基地を利用し、ASEAN 各国への影響力拡大やタ

イ湾～マラッカ海峡におけるプレゼンス強化を企図している可能性がある。 
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２ 各軍等 

（１） 全 般 

  〇 高官人事 

    4 月 30 日、第 14 期中国全国人民代表大会常務委員会第 15 回会議が閉幕し、昨年 11 月に「重

大な規律違反」の疑いで調査を受けていた中央軍事委員会委員・苗華中央軍委政治工作部主任の全

人代代表職解任を以下の通り発表した１。 

    「中央軍委政治工作部軍人代表大会は苗華の第 14 期全国人民代表大会代表職務の罷免を決定」 

  

〇 「中国人民解放軍『中華人民共和国薬品管理法』実施方法」公布 

4 月 10 日、「中国人民解放軍『中華人民共和国薬品管理法』実施方法」修正版が公布され、2025

年 6 月 1 日から施行される。 

同方法第 9 条では「軍は戦備薬品備蓄制度を実行する」と規定された２。 

 

（２）統合演習 

     4 月 1～2 日、東部戦区が台湾周辺における統合演習及び模擬目標への実弾射撃を主体とする海峡

雷霆-2025A を実施した。昨年の統合演習と比較し、着実に海上封鎖訓練の範囲・練度を上昇させてい

る。本演習に関する東部戦区報道官の発表は以下の通り（時間は中国時間）。 

     なお、演習の細部については、国家基本問題 HP「総合安全保障プロジェクト『海峡雷霆-2025A』

20250425」参照 
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（３）ロケット軍 

  〇 軍事パレードの訓練開始 

    3 月 27 日の衛星画像で、吉蘭泰のロケット軍訓練施設で弾道ミサイル TEL（輸送起立発射機）

等が軍事パレード訓練を実施している状況が本年初めて確認された。また、4 月５、8、13 日の画

像でも引き続き訓練の状況が確認された。（画像については著作権の関係で未掲載） 

    中国は本年を中国人民抗日戦争・世界反ファシスト戦争勝利 80 周年として大々的に喧伝してお

り、9 月 3 日の抗日戦争勝利記念日に軍事パレードが開催される可能性がある。 
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３ 対台湾動向 

（１） 台湾周辺での軍の活動状況 

〇 中華民国国防部発表による台湾周辺での中国海空軍の動向 

 

（資料源：中華民国国防部 HP を基に作成） 

 

4 月は中国軍機延べソーティー546（内、中間線超えが延べ 364）、中国艦艇延べ 237 隻、公務船

延べ 49 隻が確認。気球の飛行は確認されなかった。 

1 日における軍用機最大確認数は 76 ソーティー、最大中間線超え 37 ソーティー、海空統合戦備

警戒パトロールは 3 回であった。 

   24 日、東部戦区報道官は「23 日に米ミサイル駆逐艦ローレンスが台湾海峡を通過し、喧伝。

東部戦区は海空兵力を組織し、全行程を監視警戒し、法に基づいて適切に処置した」と発表３。 

 

（２） 金門周辺海域での動向 

   台湾海巡署によると４月 10・11・23 日、中国海警 4 隻が金門周辺台湾制限水域への入域し、約 2

時間航行し出域した。 

4 月 23 日、海警東海分局報道官は「23 日、福建海警が金門付近海域において法に基づき常態化法

執行パトロールを実施した」と発表４。 

 

【コメント】 

 統合演習があったため、昨年同時期に比し、活動は活発であった。 

1～3 月にかけて 18～26 機確認されていた気球が０となった。昨年も 4 月に 1 機と減少しており、5

～10 月まで未確認であった。訓練年度初めで軍用機の飛行数が少ない時期に、情報収集や台湾防空網

の疲弊を目的として運用されている可能性がある。 

金門周辺海域での中国海警によるパトロールは月に複数回、4 隻で進入し 2 時間航行、というパター

ンで継続しており、4 月も同様の活動が確認された。 
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4 対日動向 

（１） 尖閣諸島周辺での活動状況 

〇 海上保安庁発表等による尖閣周辺における中国海警船の動向 

 

（資料源：海上保安庁 HP、八重山日報を基に筆者が作成） 

4 月も砲搭載船 4 隻による活動を実施した。 

定期交代は 1 日、定期侵入は 1 回、日本漁船 1 隻に 2 隻で対応と、特異な事象は確認できなかった。 

中国海警局報道官は 6 日、「5～6 日、日本漁船“鶴丸”が我が釣魚島（注：原文ママ）領海に侵入し、中

国海警が法にのっとり必要な管制措置を採り警告駆逐した」と発表 5。 
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（２）日本周辺での軍の活動状況 

〇 防衛省統合幕僚監部発表による日本周辺における中国海軍の動向 

 

（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

 

延べ 34 隻と活発な活動が確認された 

東部戦区の統合訓練や日米等の演習への対応の他、戦区による遠海訓練も実施された。 

また、空母山東編隊が 1～2 日の統合演習時に台湾東沖で戦闘機・ヘリの発着艦 70 回、23～25 日

に同 130 回を実施した。（バリカタンについては「５ 南シナ海動向」の項参照） 
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〇 防衛省統合幕僚監部発表による日本周辺における中国軍機の動向 

 

（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

 

延べ９機の活動が確認された。 

不明無人機３機は、台湾周辺での戦備警戒パトロール等で台湾を周回するような航跡で飛行した機体

への対応であった。また 29・30 日は戦備警戒パトロール等で台湾周辺での中国軍機の活動が活発であ

ったため、これに連携して哨戒機や情報収集機を南西諸島上空で飛行させた可能性もある。 

 24 日、東シナ海から沖縄県南東方の西太平洋上の空域で日米共同訓練が実施され、米軍から B-1B が

参加した。B-1B は、長距離爆撃を行うことができる超音速の重爆撃機で長距離爆撃機のタスクフォー

スの一環として 4 月から三沢基地にローテーション配備された。これに対する情報収集のため、情報収

集機や偵察無人機を飛来させた可能性がある。 
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（３）対日認知戦（解放軍報、国防部の発表からの抜粋のみ） 

  〇 日本防衛予算が最高額を記録 6 解放軍報 20250410 

    日本の防衛予算は 13 年連続増額し、米軍との一体化を推進しており、アジア太平洋諸国は強く

警戒すべきである。 

   

〇 キーンエッジでの中国軍揚陸艦へのミサイル発射シュミレーションについて 7 

    国防部定例記者会見 20250416 

    日米軍事協力は第三国を対象とすべきでなく、地域の平和発展を害すべきでないと中国は一貫

して主張している。 

 

  〇 日本が国内で初の地対艦ミサイル試射８ 解放軍報 20250424 

    これまで米豪等で試射をしていたのを国内で実施するということは、自主化のレベルを上げ、

軍事的正常化を図るためである。日本の攻撃的武器の導入には強く警戒すべきである。 

 

  〇 日本の外交青書や自衛隊の整備について９ 国防部定例記者会見 20250424 

    日本が中国脅威論を喧伝することに断固として反対する。地域を緊張させ、故意に対立を作り

出すものだ。近年、日本は大幅に防衛予算を増額し、軍事力を増強していることはアジア隣国と国

際社会の関心を集めるものだ。 

 

  〇 中国の無人機活動活発化に対する自衛隊の評価について 9 国防部定例記者会見 20250424 

    日本は完全に神経過敏になって騒ぎ立てている。誤解や誤判断による海空不測事態発生が両国

関係の大局に影響を与えないよう、このような喧伝や中国の活動を監視妨害することを停止する

よう要求する。 

 

  〇 日比 GSOMIA について９ 国防部定例記者会見 20250424 

    比の外国頼みはうまくいくはずがなく、域外国家が南シナ海問題に口をはさみ混乱を生じさせ

ることは支持を得られない。 

 

【コメント】  

    4 月は「抗日戦争・反ファシスト戦争勝利 80 周年」への直接の言及は確認されなかったものの、日

本の安全保障における取組について逐一反対の態度を表明しており、日本の同盟国・有志国と連携し

た取り組みを対中包囲網として警戒していることが窺える。 
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５ 南シナ海動向 

（１） 全般 

  〇 バリカタン訓練海域近くでの海軍艦艇の航行 

    比海軍は、中国艦艇が 4 月 27 日に米比海軍共同演習バリカタンの訓練海域近くを航行したが、

演習は支障なく実施されたと発表 10。 

   公表された中国艦艇の位置等は以下の通り。 

 

 

 〇 南シナ海海域定期パトロール 11 

4 月 30 日、南部戦区が「南部戦区が南シナ海海域の定期パトロールを 29 日に実施。最近比が頻

繁に海上での権利侵害・挑発を行い、紛糾を生起させ、域外国を引き込み所謂『共同パトロール』

を実施している。」と発表。 

 

〇 水中ドローンの設置 12 

4 月 15 日、比海軍報道官は過去数年間に漁業関係者によって発見された水中ドローン 5 機につ

いて以下のように発表した。 

♢ 2022～2024 年に発見された 5 機の内、3 機は比領海内で発見 

♢ 内部部品の製造地から 55～80％の確率で中国共産党によって設置と判断 

♢ ドローンは水深・塩分濃度・水温・音波電波のデータ収集を重点的に行い、処理・保存し衛星 

通信により陸上基地・母艦・他のドローン等に送信 
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（２）各礁での動向 

  〇 スカボロー礁 

   ♢ 南部戦区海軍の比海軍艦艇への対応 13 

南部戦区海軍報道官は 4 月 20 日、以下の通り発表。 

     「20 日、比 36 号護衛艇（筆者注：砲搭載パトロール艇、BRP Apolinario Mabini，舷号 PS36）

が、中国政府の許可を得ずスカボロー礁領海内に侵入。南部戦区海軍は法に基づき、追跡監視

し警告駆逐した。比が直ちに侵害・挑発を停止しなければ、生じる一切の結果は比が追うこと

になると警告する。」 

   ♢ 中国海警の法執行パトロール 14 

海警は 4 月 30 日、以下の通り発表。 

「30 日、海警はスカボロー礁領海及び周辺海域で法執行パトロールを実施」 

 

  〇 セカンドトーマス礁 15 

4 月９日、海警局報道官が「4 月 9 日、中国の許可を経て、比の民間船 1 隻がセカンドトーマス

礁の不法座礁艦艇に生活物資を補給、中国海警は比船舶に確認し全行程を監視・管理した」と発

表。 

 

  〇 サンディ礁 

   ♢ 中国海警の上陸 16 

     4 月中旬、中国海警の人員がサンディ礁に上陸し、パトロールを実施した。 
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♢ 比海軍等の上陸 

中国は 27 日、海警局報道官が「27 日、比人 6 名が中国の警告を顧みず不法にサンディ礁に

上陸、中国海警は法に基づき、人員を上陸させ調査を実施した。」と発表 17。 

これに対し比軍は翌 28 日、「比海軍・沿岸警備隊・警察海上治安部門から成るパグアサ統合

タスクチームの人員が 27 日、パグアサ礁 1～4（筆者注：比が実効支配するパグアサ島、英語名

Thitu Island 近傍に位置する礁であり、サンディ礁を比はパグアサ礁 2 と呼称）でパトロールを

実施し、比の領域内で国旗を掲げた」と発表 18。 

 

 

【コメント】 

 米比主催多国間共同訓練バリカタン 2025 が４月 21 日～５月９日まで開催、米・比・日・豪が訓練に

参加したほか、16 か国がオブザーバーを派遣した。日本は 2012 年からオブザーバーとして参加してい

たところ、今回初めて艦艇等の装備品を派遣し、4 月 4 日～5 月 9 日の間、参加した。 

 比の報道によると、ハワイの第 3 海兵沿岸連隊が昨年配備されたばかりの海軍海兵隊遠征船舶阻止シ

ステム「NMESIS」を 26 日バシー海峡近くのバタン島に配備した。NMESIS のフィリピン展開は初。 

同システムは射程 180～200 ㎞（最新のミサイルは 250km との報道あり）、ヘリによるスリングも可能

で高い機動性を誇る。 

 中国は、米軍が比に展開し第 1 列島線における中国軍の活動を阻害する事及び米・比・日・豪が共同し

ての南シナ海へ関与する事を強く警戒している。空母山東が比バブヤン島沖約 2 ｶｲﾘの海域を通過したこ

とや海警が比が実効支配するパグアサ島近くのサンディ礁に上陸したことは、バリカタンに反発し、比

への威嚇の烈度を上昇させたと言える。 
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６ 軍事交流 

（１） カンボジア 

〇 中国カンボジアリアム港共同保障訓練センターの発足 19 

同センターにつき 4 月 5 日、国防部は以下のように発表。 

「4 月 5 日、カンボジアリアム港共同保障訓練センターが正式に発足。両軍の地域の対テロ・災害

対応・人道支援・共同訓練等の支援に使用され、両国が必要な人員を駐在させセンターの運営に

共同であたる。センターの建設と使用は中・カンボジア両国の相互尊重・平等協力の成果であり、

両国の国内法や関連の国際法・国際慣習に合致し、いかなる第三国を対象としたものはなく、両

軍の実務協力緊密化と国際義務の履行と国際公共安全の提供に役立つ。」 

    同訓練センターの発足式にはフン・マネット・カンボジア首相、中国軍代表団が参加した。 

   

 

〇 「金龍-2025」共同演習 20 

4 月 5 日、中カンボジア両軍は発足したばかりのリアム港統合保障訓練センターにおいて「金

龍-2025」共同演習を開始、両軍の艦艇が編隊機動・海上通信・装備操作等の訓練を行った。 

 

  〇 習近平国家主席のカンボジア公式訪問 21 

    4 月 17～18 日、習近平国家主席がカンボジアを公式訪問し、「新時代の全天候型中国カンボジ

ア運命共同体構築と三大グローバル提議に関する中国人民共和国とカンボジア王国の共同声明」を

発表した。 

    同声明における軍事関連事項は以下の通り。 

    ♢ 中・カンボジア外務・国防 2+2 大臣級戦略対話メカニズムの設立を決定 

    ♢ 両軍の協力メカニズムを十分に発揮し、各級交流を維持し、教育訓練・共同演習・医療・装

備技術等の分野での協力を深化させ、安全保障多分野での協調を強化する。 

    ♢ カンボジアは中国の、中カンボジアリアム港共同保障訓練センターの安定的な運営への協

力と、カンボジアの国家主権擁護・安全保障・発展に関する能力向上への支援への支持を高く

評価する。 
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（２） 越 

〇 習近平国家主席の越公式訪問 22 

4 月 14～15 日、習近平国家主席が越を公式訪問し、「全面的戦略協力パートナーシップの継続

深化、戦略的意義を有する中越運命共同体の構築加速に関する中国人民共和国とベトナム社会主

義共和国共同声明」を発表した。 

 同声明における軍事関連事項は以下の通り。 

     ♢ 政治・安全保障協力を深化させ、中越外務・国防・治安 3+3 対話メカニズムを閣僚級にし、

適宜の時期に閣僚級初会合を開催する。 

     ♢ 双方は、両軍間のハイレベルおよび各級の交流を強化し、国境防衛友好交流活動、国防安

全保障協議などのメカニズムの役割を十分に発揮させ、両軍の政治工作、人材育成、戦略研

究、共同研究などの分野での交流と協力を強化し、国防産業・艦艇相互訪問、共同演習での

協力を強化し、医療、国連平和維持活動、非伝統的安全保障分野での協力を継続的に強化す

ることで合意。国境防衛協力を深め、国境管理における調整と協力を強化し、陸上国境での

共同パトロールを実施し、両国の国境警備部隊の友好関係の構築を奨励する。国境地域にお

ける友好交流を強化する。トンキン湾共同パトロールメカニズムの役割を発揮し、同湾での

共同パトロールを推進し、両国の海軍と海警部隊の協力と交流のメカニズムを深める。  

     ♢ 南シナ海に関し、コンセンサスに基づき、実効的かつ実質的な「南シナ海行動規範」の早

期締結等で合意 

 

  〇 中越国境国防友好交流活動 

4 月 11～17 日、第 9 回越国境国防友好交流活動が広西壮族自治区と越ランソン省で開催 23。 

16～17 日には董軍・中国防相とファン・越国防相が共同で活動を主催し、会談を行った 24。 

〇 中越トンキン湾共同パトロール 25 

    4 月 16～17 日、中越両海軍は第 38 回トンキン湾共同パトロールを実施。 

    中越それぞれ 2 隻の艦艇が参加し、共同訓練をしつつ、200 ｶｲﾘのパトロールを実施した。 

   〇 儀仗隊の越南方解放 50 周年記念式典への参加 26 

     4 月 30 日、ホーチミン市で開催された越南方解放 50 周年記念式典において中国人民解放軍儀

仗大隊がパレードを行った。儀仗大隊の越行事参加は初めて。 
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（３） マレーシア 

〇 習近平国家主席のマレーシア公式訪問 27 

4 月 15～17 日、習近平国家主席がマレーシアを公式訪問し、「高水準の戦略的中国マレーシア

運命共同体構築に関する中国人民共和国とマレーシアの共同声明」を発表した。 

 同声明における軍事関連事項は以下の通り。 

     ♢ 中・マレーシア外務・国防 2+2 対話メカニズムの設立に同意 

     ♢ 更に国家安全保障・防衛・法執行協力メカニズムを更に整備し、共同演習・相互訪問・人

材育成等の交流を進展させることに合意 

     ♢ 南シナ海の平和と安定に関し、直接関係のない当事者の関与は逆効果になる可能性がある

ことや 2026 年までに実効的かつ実質的な「南シナ海行動規範」の締結を推進する等で合意 

 

（４） インドネシア 

 〇 中・インドネシア外交防衛 2+2 対話メカニズム大臣級会合 28 

    4 月 21 日、北京にて中インドネシア外務・国防 2+2 対話メカニズム大臣級の初会合が開催。 

    中国から王毅外相、董軍国防相が、インドネシアからスギオノ外相とシャフリ国防相がそれぞ

れ出席した。 

両国は南シナ海の平和と安定を共同で維持することに合意し、海警部門が海上安全保障協力協

定に署名した。また、南シナ海行動宣言の完全かつ効果的な実施と、南シナ海行動規範に関する

協議の加速化への努力を改めて表明した。 

   

 〇 インドネシア国防相との会見等 29 

     4 月 22 日、訪中したインドネシアのシャリフ国防相が中央軍事委員会副主席張又侠と会見、     

また昨日に引き続き、董軍国防相とも会談した。 

     シャリフ国防相は、インドネシアは一国主義に反対し、中国と共に 2 国間・多国間協力を強

化し、更に両軍関係を強化したい旨発言した。 
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（５）その他の国 

〇 米中海上軍事安全協議メカニズム作業部会 30 

4 月 2～3 日、米中海上軍事安全協議メカニズム作業部会を上海で開催。「米中海空遭遇安全行動

準則」の実施状況を評価し、海上軍事安全保障問題の改善のための措置を討議 

中国側は、艦艇・軍用機の安全は国家安全保障と切り離せないものであり、米艦艇・軍用機の中

国沿岸の海空域での偵察、測量、高強度訓練活動は誤解や誤判断を招く可能性が非常に高く、中国

の主権と軍事的安全を危険にさらす。これらに対しては、中国軍は引き続き、法に基づきあらゆる

危険な挑発行為に対応し、国家の領土主権と海洋権益を断固として擁護する、と指摘した。 

 

  〇 パキスタン空軍参謀長との会見 31 

    4 月 8 日、董軍国防相は訪中したババール空軍参謀長と北京で会見した。董軍国防相は、中パ両

国は激動する国際情勢の試練の中で鉄のように強い友情を築き上げた、と両国の絆を確認した。 

 

  〇 中英参謀長会談 32 

    4 月 9 日、劉振立・統合参謀長は訪中したラダキン英国国防参謀総長と会談。双方は両軍関係や

共通の関心事等について意見交換し、両軍の交流協力を強化し、意思疎通を図った。 

英国防参謀総長の訪中は 2015 年以来 10 年ぶり。 

    

  〇 中エジプト空軍共同訓練「文明の鷹-2025」33 

    4 月中旬から 5 月上旬にかけ、中エジプト空軍共同訓練「文明の鷹-2025」をエジプトにて実施。

両軍空軍としては初の共同訓練。両軍から戦闘機・早期警戒機・空中給油機・ヘリが参加。 

中国軍は約 6000km の距離を数か国を経由し移動し、15 日に全機がエジプトにと到着。 

19 日の訓練初日にはエジプトの某空軍基地（筆者注：ワディ・アブリッシュ基地）で、J-10,Y-

20 空中給油機がエジプト軍の Mig-29 と訓練を行った。 
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【コメント】 

 4 月に中国と ASEAN 加盟国の間で軍事に関し、以下のような合意等がなされた。 

♢ 越：外務・国防・治安 3+3 対話メカニズムを閣僚級にし、適宜の時期に閣僚級初会合を開催で合  

    意 

♢ カンボジア：外務・国防 2+2 大臣級戦略対話メカニズムの設立を決定 

 ♢ マレーシア：外務・国防 2+2 対話メカニズムの設立に合意 

 ♢ インドネシア：外務・国防 2+2 対話メカニズム大臣級の初会合を 21 日に北京で開催 

中国は 4 月８～９日、周辺地域に関する活動方針を話し合う中央周辺工作会議を開催、習近平以下党

中央政治局常務委員全員と韓正国家副主席が出席した。同会議で習近平は重要演説を行い、「周辺運命共

同体」の構築に焦点を当てなければならないと強調した。 

トランプ米政権の米国第一主義の政策に対し、まずは周辺国である ASEAN 各国との関係を外務・国防

共に戦略的に強化し、自国陣営への取り込みを図りたいとの企図であろう。更には、米軍との関係を深め

る比を ASEAN の中で孤立させる狙いもあると思われる。 

カンボジアにおいては、中国の支援で行われたリアム海軍基地の拡張工事完成式典が 5 日に行われ、

同日、同基地内に中カンボジアリアム港共同保障訓練センターが発足した。工事完了後初めての外国艦

艇として海上自衛隊の掃海母艦『ぶんご』と掃海艦『えたじま』が 19 日にリアムに寄港し、28 日には越

海軍艦艇が寄港した。しかし、19 日の TV 報道及び 28 日の衛星画像から確認すると日本及び越の艦艇は

中国艦艇が接岸している桟橋とは別の埠頭に接岸していることが確認できる。同共同保障訓練センター

には中国軍が常駐し、中国軍専用の地域が確保されていると見られ、中国の 2 番目の海外基地と言える。

中国が同基地を利用し、ASEAN 各国への影響力拡大やタイ湾～マラッカ海峡におけるプレゼンス強化を

企図している可能性がある。 
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